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を,普,考えておりました｡この間題も,skew informationという量の convexityについての Wig-






o ｢量子力学における観測の理論｣ 柳瀬,並木,町田編 新編物理学選集69, 日本物理学会,昭和53.




名大 ･教養 小 津 正 直
通常,数学の命題は真か偽かの二値論理によって解釈される｡最近の数学基礎論の成果によれば,その
ような数学の推論法則を変えずに,連続無限個の中間的真理値をもつBoole値論理によって,集合論を解
釈することが可能であるO現在の数学,特に解析学払 集合論によって,その概念構成が基礎付けられて
いるから,このようなBoole値論理によって解釈される集合論を展開することにより,Boole値論理に基
く数学が展開されることになる｡今日,このような方法の解析学-の応用は,Boole値解析学と呼ばれて
いる｡
量子力学の観測問題に関連して,町田 ･並木両氏は,測定される対象と測定装置の合成系の量子力学的
記述に,荒木氏によって提唱された連続超選択則を適用することにより,合成系の波束の収縮を説明する
モデルを提案した｡柳瀬氏は,この理論 (以下,MNA理論と呼ぶ )が,例えば,装置に含まれる粒子数
を不定にしたまま量子力学的状態記述を可能にするなどの,物理系の概念規定の唆昧性を実現しているこ
とに着目して,ファジー論理に基く,理論の認識論的基礎付けを論じている｡
竹内,'千谷両氏の研究によれば,現行のファジー集合論は,直観主義論理に基く集合論の一種と考えら
れる｡そこで,柳瀬氏の構想に従って,直観主義論理に基く量子力学を展開することにより,MNA理論
の認識論的基礎付けが得られることが期待される｡しかし,このプログラムには,一つの技術的困難が含
まれている｡
ファジー集合論,又は,一般的な直観主義論理の推論法則では,排中律が成立しない｡従って,この直
観主義論理に基く数学を展開するためには,古典論理の推論法則に基く数学を一度放棄して,新たに弱い
推論法則に基いて,数学を再構成する必要がある｡勿論,これは,古くはプラウア-の主張したプログラ
ムであると共に,直観主義集合論と層の理論や トポスの理論と関連した大変興味深いテーマである｡しか
し,MNA理論の認識論的基礎付けという我々の目的に比較して,その技術的困難が支払うべき正当な代
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